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アーカイブズ・カレッジ受講報告 

奥津憲聖 

アーカイブズ・カレッジについて 

 東京都立川市にある国文学研究資料館は毎年、アーカイブズ学の普及を目的とした研修会、アーカイブズ・

カレッジを開催している。この研修会で実施される科目は一橋大学大学院社会学研究科の共通科目となってお

り、4 単位までを修了要件に算入することができる。 

私は 2015 年の夏、このアーカイブズ・カレッジに参加し、他大学の大学院生や全国の歴史資料保存利用機

関の職員の方とともに 6週間の研修を受講した。アーカイブズ・カレッジはアーキビスト（記録史料専門職員）

の養成を目的の 1 つに掲げているが、たとえアーキビストを目指さなくても、記録史料の管理や利用について

知っておくことは大学院で研究を進めていくうえで有用だと感じた。本報告では国文学研究資料館の大友一雄

教授、太田尚宏准教授、学習院大学大学院の安藤正人教授の講義レジュメの内容を参照し、アーカイブズ学の

基本的な考え方を紹介する。講義で扱われた内容は 2003 年に刊行された『アーカイブズの科学』でも確認

できる。 

アーカイブズとは何か（大友） 

アーカイブズには 2つの意味がある 

・記録史料（古文書・史料・歴史的公文書） 

――個人または団体が、その活動の中で作成または収受した記録のうち、組織運営上、研究上、その他さまざ

まな利用価値ゆえに永続的に保存されるもの 

・記録史料の保存施設（文書館・公文書館・記録資料館・史料館） 

――記録史料が保存され、整理され、閲覧その他の利用ができる施設やシステム 

文書のライフサイクル（太田の図を基に作成） 

 

※ただし、近年では記録は作成段階からアーカイブズとしての永続的価値を持つと考えられている 

アーカイブズとなりうる対象・媒体（大友） 

――団体や個人の諸活動の中で作成・集積された記録類を主とする諸情報 

 ・文書、記録（古代から現代に至るすべての文字資料） 

 ・電子文書、電子情報（プログラム） ・音声データ（レコード、テープなど） 

 ・オーラル（書かれない歴史） ・動画 ・写真 ・図書 

文書館が収集対象とする記録史料（大友） 

・組織アーカイブズ（Institutional Archives）――親組織との記録管理との連携・関与が重視される 

・収集アーカイブズ（Collecting Archives） ――対象の範囲と、発生団体（家）との事前連携が必要 

  



 

 

アーキビストの仕事（安藤の図を基に作成） 

 

アーカイブズ学の体系 

・アーカイブズ総論 …アーカイブズとアーカイブズ学の体系について学ぶ 

・アーカイブズ資源研究 …記録群の発生組織の構造や特徴、組織での記録管理の実態を分析  

・アーカイブズ管理研究 

 ――Ⅰ．記録管理と評価選別（アーカイブズ・カレッジでは神奈川県立公文書館で実習を行う） 

 ――Ⅱ．記述の実践（出所原則、原秩序尊重という二つの考え方に従い、記述編成を行う）  

 ――Ⅲ．法制度と組織管理（法律学、行政学の視座からアーカイブズを考える） 

 ――Ⅳ．保存管理（記録史料を物理的に保存、修復する手法を科学的に学ぶ） 

日本のアーカイブズの歴史（大友） 

戦後の史料利用保存運動が日本にアーカイブズの思想が広まるきっかけとなった。 

⇒歴史学者が日本のアーカイブズ学をリードしてきたため、教員、受講者は歴史学の研究者が中心。 

1940～50 年代 戦中・戦後の混乱による史料の散逸と歴史学者による保存運動 

1951年 文部省史料館設置（国文学研究資料館の前身） 

1971年 国立公文書館の設立（国立公文書館法は 1999 年に成立） 

1987年 公文書館法成立 

2001年 情報公開法施行 

2009年 「公文書等の管理に関する法律」成立（2011 年 4 月 1日施行） 

今後の研究に生かせそうな点 

近現代組織を研究する場合には記録を通じてその意思決定のプロセスを丁寧に見ていく必要がある、と

いうことを学べた。また研究に必要な資料がどこに保管されているのか、見当がつけやすくなった。 
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